
V101-P021 会場: ポスター会場 時間: 5月 14日

雲仙火山北東部における熱水の移動

The transference of geothermal solution in the northeast of the Unzen volcano
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雲仙火山は，１９８９年の群発地震を期に１９９０年代に水蒸気爆発，マグマ水蒸気爆発を発生させ，火砕流により４
０人近くが亡くなり，山麓東部の多くの家屋を焼失させた火山として有名である。火山地域では，マグマ等を熱源とし
て熱水対流系が発達しているところが多い。１９９９年の雲仙科学掘削ＵＳＤＰ－１による温度検層の結果では，温度
勾配の変化に３つのタイプが見られた。それによれば，深度４２ｍ付近に温度のピークが表れ（４７℃），深度１００ｍ
～３７０ｍでは温度が一定し，深度４３０ｍ以深で温度は再び上昇するということである。また、岩石の空隙・割れ目
の多さの目安となる逸泥は，深度５５ｍ，２４５～３５２ｍでそれぞれ発生しており，それより深い所では目立った逸
泥は発生していない。深度５５ｍでは地下水脈が確認されていることから，深度４２ｍ付近での温度検層による温度の
ピークと何らかの関係があるものと見られる。逸泥が頻発した深度２４５～３５２ｍにおける温度が一定していること
も興味深い。比抵抗の測定においても，深度２６０～３５０ｍで比抵抗が低くなっていることから，その付近での帯水
層の存在が期待される。また，岩石の物性という観点から，地表から深度１００ｍには透水性の悪い土石流堆積物，深
度１００ｍ～４００ｍでは透水性のよい火砕流堆積物，深度４００ｍ以深では透水性の悪い堆積層が分布するという３
構造のモデルを示した。しかし，比抵抗に関しては深度０～１００ｍ前後の詳細なデータはなく，３構造に分かれると
される岩石の透水性は未だ調べられていない。今回の調査では、雲仙火山北東部，南千本木町の浅部（深度０～３００
ｍ）における比抵抗構造の推定を,ＡＭＴ法により行った。観測には、phoenix社製ＭＴＵ－５を用いた。１次元インバー
ジョンの結果，深度１００ｍ以浅に低比抵抗の層，また２００～３００ｍ付近にも比較的比抵抗の低い部分の存在を確
認した。また，比抵抗の低い層において熱水が流れているとするならば，その付近での地層の透水性は高いと考えられ
る。当調査地域での透水性の高さが，岩石の物性（空隙の多少）によるものなのか，岩石中に生じたクラックによるも
のかを調べるため，ＵＳＤＰ－１で行われたボーリングの孔壁を撮影したＦＭＩ画像を用いて，地層の深さ方向の透水
性の評価を行う。これにより，比抵抗構造から推定される地層の透水性と，ＦＭＩ画像から評価される地層の実際の透
水性を結びつけることが可能になると期待される。


